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Hemodynamic and pathophysiological  characteristics  of  intradialytic   

blood pressure elevation in  patients  with end -stage renal disease  

 

本論文は、血 液 透 析 中 に 血 圧 上 昇 を 示 す 患 者 で は 心 血 管 死 の 頻 度 が 高 く 、血

圧 上 昇 機 序 と し て 左 室 後 負 荷 増 大 や 左 室 拡 張 能 低 下 に 伴 う 左 室 拡 張 末 期 圧

の 上 昇 が 関 与 す る 可 能 性 を示した論文である。 

 

【 背 景 】 維 持 血 液 透 析 患 者 の 中 に は 、 透 析 中 に 収 縮 期 血 圧 が 上 昇 す る 患

者 : I n t r a d i a l y t i c  hy p e r t e n s i o n  ( I n t r a d i a l y t i c  H T N )  が 約 2 0 %存 在 す る 。

し か し 、 こ れ ら の 患 者 に お け る 透 析 中 の 心 血 行 動 態 の 変 化 や 予 後 に つ い て

は 不 明 で あ る 。  

【 目 的 】 血 液 透 析 の 前 後 で 血 行 動 態 お よ び 左 室 拡 張 機 能 を 評 価 し 、

I n t r a d i a l y t i c  H T N の 病 態 生 理 学 的 特 徴 を 解 明 し 、I n t r a d i a l y t i c  H T N が 予

後 に ど の よ う に 影 響 を 与 え る か を 検 討 す る 。  

【方法】血 液 透 析 患 者 を 透 析 中 の 臥 位 収 縮 期 血 圧 の 変 化 に よ り 透 析 後 収 縮 期

血 圧 が 前 よ り 1 0 m m H g 以 上 上 昇 す る 群 ( G H T N )、透 析 後 収 縮 期 血 圧 が 前 よ り

1 5 m m H g 未 満 低 下 す る 群 、透 析 後 収 縮 期 血 圧 が 前 よ り 1 5m m H g 以 上 低 下 す

る 群 の 3 群 に 分 類 し た 。 血 液 透 析 中 の 血 圧 、 心 拍 数 を 一 時 間 毎 に 記 録 し 、

透 析 前 後 の 心 機 能 を 心 臓 超 音 波 検 査 に よ り 観 察 し た 。 ま た 、 多 変 量 解 析 を

用 い て I n t r a d i a l y t i c  H T N に 影 響 を 与 え る 因 子 や 観 察 期 間 中 ( 4 1 ± 1 7 ヶ 月 ）

の 心 血 管 死 亡 に 寄 与 す る 因 子 に つ い て 検 討 し た 。  

【結果】G H T N は 他 の 2 群 と 比 べ て 男 性 の 割 合 が 高 く 、透 析 前 収 縮 期 血 圧 が 低

値 で あ っ た 。  G H T N は 他 の 2 群 と 比 べ て 総 コ レ ス テ ロ ー ル 値 と 血 清 カ リ ウ

ム 値 が 低 い 傾 向 に あ り 血 糖 値 が 高 い 傾 向 に あ っ た 。 基 礎 疾 患 は 3 群 間 で 有

意 な 差 を 認 め な か っ た 。 ま た 、 心 胸 郭 比 は G H T N で 小 さ い 傾 向 に あ っ た 。

G H T N の 透 析 前 の 収 縮 期・拡 張 期 血 圧 は 、血 圧 低 下 群 に 比 し 有 意 に 低 か っ た



が 透 析 開 始 1 時 間 後 に は 他 の 2 群 と 同 程 度 と な り 、 透 析 終 了 時 に は 血 圧 低

下 群 と 比 較 し て 有 意 に 高 か っ た 。心 拍 数 は 時 間 経 過 と と も に 減 少 し 、特 に 、

血 圧 低 下 を 認 め る 2 群 で は 透 析 開 始 1 時 間 後 よ り 減 少 し た 。G H T N で は 、血

液 透 析 に よ っ て 心 臓 超 音 波 検 査 に よ り 測 定 さ れ る E 波 、 A 波 は 変 化 し な か

っ た が 、血 圧 低 下 を 呈 す る 2 群 で は 血液 透 析 に よ り 著 明 に E 波 は 減 高 し た 。

ま た 、 左 室 拡 張 末 期 圧 の 指 標 で あ る E /E ’は G H T N で は 不 変 で あ っ た が 、 血

圧 低 下 群 で は 減 少 し た 。G H T N で は 、透 析 中 に 血 圧 が 低 下 す る 患 者 と 比 較 し

て 心 血 管 死 亡 が 多 く 観 察 さ れ た 。I n t r a d i a l y t i c  H T N は 血糖 値 と 正 の 、心 胸

郭 比・透 析 前 収 縮 期 血 圧・透 析 前 後 で の E/E’の 変 化・血 小 板 数 と 負 の 相 関

を 示 し た 。 ま た 、 心 血 管 死 は 冠 動 脈 疾 患 の 既 往 と 正 の 、 血 清 カ リ ウ ム 値 と

負 の 相 関 を 示 し た 。  

【結語】 I n t r a d i a l y t i c  H T N を 示 す 血 液 透 析 患 者 で は 、 左 室 拡 張 不 全 を 示 す

左 室 後 負 荷 の 増 加 と 左 室 拡 張 末 期 圧 の 上 昇 を 透 析 後 に 認 め 、 こ の よ う な 病

態 は 心 血 管 死 亡 の リ ス ク の 増 加 に 一 部 寄 与 す る と 考 え ら れ た 。  

 

本研究において、大杉は、血 液 透 析 の 前 後 で 血 液 透 析 患 者 の 血 行 動 態 、 左 室

拡 張 機 能 を 評 価 し 、 I n t r a d i a l y t i c  H T N の 病 態 生 理 学 的 特 徴 を 解 明 し 、

I n t r a d i a l y t i c  H T N が 予 後 に 与 え る 影 響 を 明らかにした。よって、本論文は血

液透析患者の病態を理解するうえで、学術上極めて有益であり、学位論文として

価値あるものと認めた。  
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